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(57)【要約】
【課題】足裏部分が足の側外方へ逃げないように床面に
接触してフットワークがきまるくつ下を提供する。
【解決手段】足裏に対応する底壁部３をパイル編みにて
構成し、足の横アーチに対応する上縁部位１と外側縦ア
ーチに対応する外側部位２のパイル編みの密度を、底壁
部３の他の部位４のパイル編みの密度より大きくするこ
とにより、上縁部位１と外側部位２を、底壁部３の他の
部位４よりも厚く設定して、装着時に足裏が内方下傾状
となるように構成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足(Ｆ)の外側縦アーチ（Ａ）に対応する外側部位（２）を、足裏（Ｒ）に対応する底壁
部（３）の他の部位（４）よりも、厚く設定して、装着時に足裏（Ｒ）が内方下傾状とな
るように構成したことを特徴とするくつ下。
【請求項２】
　足裏（Ｒ）に対応する底壁部（３）をパイル編みにて構成し、足（Ｆ）の外側縦アーチ
（Ａ）に対応する外側部位（２）のパイル編みの密度を、上記底壁部（３）の他の部位（
４）のパイル編みの密度より大きくすることにより、上記外側部位（２）を、上記底壁部
（３）の他の部位（４）よりも厚く設定して、装着時に足裏（Ｒ）が内方下傾状となるよ
うに構成したことを特徴とするくつ下。
【請求項３】
　足（Ｆ）の横アーチ（Ｂ）に対応する上縁部位（１）と外側縦アーチ（Ａ）に対応する
外側部位（２）を、足裏（Ｒ）に対応する底壁部（３）の他の部位（４）よりも、厚く設
定して、装着時に足裏（Ｒ）が内方下傾状となるように構成したことを特徴とするくつ下
。
【請求項４】
　足裏（Ｒ）に対応する底壁部（３）をパイル編みにて構成し、足（Ｆ）の横アーチ（Ｂ
）に対応する上縁部位（１）と外側縦アーチ（Ａ）に対応する外側部位（２）のパイル編
みの密度を、上記底壁部（３）の他の部位（４）のパイル編みの密度より大きくすること
により、上記上縁部位（１）と外側部位（２）を、上記底壁部（３）の他の部位（４）よ
りも厚く設定して、装着時に足裏（Ｒ）が内方下傾状となるように構成したことを特徴と
するくつ下。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、くつ下に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、くつ下は、足裏部分の内側と外側で同一厚さ寸法である（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　しかし、足裏部分に於て、内側と外側との厚さが同一であって、接地する際、足裏部分
が足の側外方へ逃げながら床面（地面）に接触するので、フットワークがきまりにくいと
いう欠点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－４７４３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする課題は、接地する際、足裏部分が足の側外方へ逃げながら床面に接触
するので、フットワークがきまりにくい点である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本発明に係るくつ下は、足の外側縦アーチに対応する外側部位を、足裏に対応
する底壁部の他の部位よりも、厚く設定して、装着時に足裏が内方下傾状となるように構
成したものである。
　また、足裏に対応する底壁部をパイル編みにて構成し、足の外側縦アーチに対応する外
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側部位のパイル編みの密度を、上記底壁部の他の部位のパイル編みの密度より大きくする
ことにより、上記外側部位を、上記底壁部の他の部位よりも厚く設定して、装着時に足裏
が内方下傾状となるように構成したものである。
【０００７】
　また、足の横アーチに対応する上縁部位と外側縦アーチに対応する外側部位を、足裏に
対応する底壁部の他の部位よりも、厚く設定して、装着時に足裏が内方下傾状となるよう
に構成したものである。
　また、足裏に対応する底壁部をパイル編みにて構成し、足の横アーチに対応する上縁部
位と外側縦アーチに対応する外側部位のパイル編みの密度を、上記底壁部の他の部位のパ
イル編みの密度より大きくすることにより、上記上縁部位と外側部位を、上記底壁部の他
の部位よりも厚く設定して、装着時に足裏が内方下傾状となるように構成したものである
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のくつ下によれば、接地する際、足裏部分が足の側外方へ逃げないように床面に
接触するので、フットワークがきまる。そして、運動に最適である。また、荷物運びに好
適である。さらに、足が疲れるのを抑制する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施の形態の使用状態を示す正面図である。
【図２】底面図である。
【図３】裏返した状態を示す説明図である。
【図４】第２の実施の形態を示す底面図である。
【図５】アーチを示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図示の実施の形態に基づいて本発明を詳説する。
　図１～図３は、本発明の第１の実施の形態の使用状態を示す。このくつ下は、例えば綿
糸を編んで構成される。足Ｆの横アーチＢ（図５参照）に対応する上縁部位１と外側縦ア
ーチＡに対応する外側部位２を、足裏Ｒ（足の指に対応する部位を除く）に対応する底壁
部３の他の部位４よりも、厚く設定して、装着時に足裏Ｒが内方下傾状となるように構成
する。すなわち、図１に示すように、装着時に足裏Ｒが床面（地面）Ｇに対して角度θだ
け内方へ傾いた状態となる。なお、本発明に於て、「外側部位」とは、図２・図３等に示
すように、中央部位５まで広がっている場合を含むものとする。
【００１１】
　具体的には、足裏Ｒ（図１・図５参照）に対応する底壁部３をパイル編み（ループ編み
）にて構成し、足Ｆの横アーチＢに対応する上縁部位１と外側縦アーチＡに対応する外側
部位２のパイル編みの密度を、底壁部３の他の部位４のパイル編みの密度より大きくする
ことにより、上縁部位１と外側部位２を、底壁部３の他の部位４よりも厚く設定する。
【００１２】
　図４は、第２の実施の形態を示す。足Ｆの外側縦アーチＡ（図５参照）に対応する外側
部位２を、足裏Ｒに対応する底壁部３の他の部位４よりも、厚く設定して、装着時に足裏
Ｒが内方下傾状となるように構成したものである。その他の構成は、第１の実施の形態と
同様である。
【００１３】
　具体的には、足裏Ｒ（図１・図５参照）に対応する底壁部３をパイル編みにて構成し、
足Ｆの外側縦アーチＡに対応する外側部位２のパイル編みの密度を、底壁部３の他の部位
４のパイル編みの密度より大きくすることにより、外側部位２を、底壁部３の他の部位４
よりも厚く設定する。
【００１４】
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　なお、本発明は、設計変更可能であって、例えば、外側縦アーチＡに対応する外側部位
２の一部（例えば、小指の付け根部位）を、底壁部３の他の部位４よりも厚く設定して、
装着時に足裏Ｒが内方下傾状となるように構成するも良い。また、横アーチＢに対応する
上縁部位１の一部（例えば、親指の付け根部分を除いた部位）と、外側縦アーチＡに対応
する外側部位２を、底壁部３の他の部位４よりも厚く設定して、装着時に足裏Ｒが内方下
傾状となるように構成するも良い。また、先端部分を、５本の指が一緒に入るようひと袋
状に構成したり、５本の指がセパレート状に入るように５袋状に構成するも良い。
【００１５】
　以上のように、本発明は、足Ｆの外側縦アーチＡに対応する外側部位２を、足裏Ｒに対
応する底壁部３の他の部位４よりも、厚く設定して、装着時に足裏Ｒが内方下傾状となる
ように構成したので、接地する際、足裏部分が足Ｆの側外方へ逃げないように床面Ｇに接
触するので、フットワークがきまる。そして、運動に最適である。また、荷物運びに好適
である。さらに、足Ｆが疲れるのを抑制する。
【００１６】
　また、足裏Ｒに対応する底壁部３をパイル編みにて構成し、足Ｆの外側縦アーチＡに対
応する外側部位２のパイル編みの密度を、上記底壁部３の他の部位４のパイル編みの密度
より大きくすることにより、上記外側部位２を、上記底壁部３の他の部位４よりも厚く設
定して、装着時に足裏Ｒが内方下傾状となるように構成したので、接地する際、足裏部分
が足Ｆの側外方へ逃げないように床面Ｇに接触するので、フットワークがきまる。そして
、運動に最適である。また、荷物運びに好適である。さらに、足Ｆが疲れるのを抑制する
。また、容易に製造することができる。
【００１７】
　また、足Ｆの横アーチＢに対応する上縁部位１と外側縦アーチＡに対応する外側部位２
を、足裏Ｒに対応する底壁部３の他の部位４よりも、厚く設定して、装着時に足裏Ｒが内
方下傾状となるように構成したので、接地する際、足裏部分が足Ｆの側外方へ逃げないよ
うに床面Ｇに接触するので、フットワークがきまる。そして、運動に最適である。また、
荷物運びに好適である。さらに、足Ｆが疲れるのを抑制する。
【００１８】
　また、足裏Ｒに対応する底壁部３をパイル編みにて構成し、足Ｆの横アーチＢに対応す
る上縁部位１と外側縦アーチＡに対応する外側部位２のパイル編みの密度を、上記底壁部
３の他の部位４のパイル編みの密度より大きくすることにより、上記上縁部位１と外側部
位２を、上記底壁部３の他の部位４よりも厚く設定して、装着時に足裏Ｒが内方下傾状と
なるように構成したので、接地する際、足裏部分が足Ｆの側外方へ逃げないように床面Ｇ
に接触するので、フットワークがきまる。そして、運動に最適である。また、荷物運びに
好適である。さらに、足Ｆが疲れるのを抑制する。また、容易に製造することができる。
【符号の説明】
【００１９】
　１　上縁部位
　２　外側部位
　３　底壁部
　４　他の部位
　Ａ　外側縦アーチ
　Ｂ　横アーチ
　Ｆ　足
　Ｒ　足裏
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